
栗山川流域懇談会規約 
 
（名称） 

第１条 本会は、栗山川流域懇談会（以下、「懇談会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 懇談会は、河川管理者である千葉県知事が、河川法第１６条の２に規

定する河川整備計画を策定又は変更する場合等に、学識経験者、河川利用者、

関係住民及び関係市町長の意見を聴く場として設置するものである。 

なお、懇談会は地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく付属機関の

性質を有しない。 

（懇談会及び座長の職務） 

第３条 懇談会は、別表１に掲げる学識経験者、河川利用者、関係住民及び関

係市町長から構成される委員をもって組織する。 

２ 懇談会は、前項の規定にかかわらず、必要と認める者から意見を聴くこと

ができる。 

３ 委員は、千葉県知事が依頼する。 

４ 懇談会には座長を置き、河川管理者が指名する学識経験者がその職務を行

う。 

５ 座長は、懇談会を代表し、会務を総括する。 

６ 座長に事故があるときは、あらかじめ座長が指名する委員がその職務を代

行する。 

７ 委員の任期は原則として依頼を承諾した日から当該年度末までとし、再任

を妨げない。 
（連絡調整会） 
第４条 懇談会に連絡調整会を設置し、懇談会の円滑な運営を図るため、別表

２に掲げるものをもって組織する。 
（懇談会の招集） 
第５条 懇談会は、千葉県知事を代行し、千葉県山武土木事務所長が招集する。 
（事務局） 
第６条 懇談会の事務局を千葉県山武土木事務所に置くものとする。 
（懇談会の公開） 

第７条 懇談会の傍聴については、千葉県県土整備部が別途定める要領による。 
（その他） 
第８条 この規定に定めるもののほか、懇談会の運営に関する必要な事項は千

葉県知事が定める。 
第９条 この規約が効力を有するのは、平成２９年３月３１日までとする。 



（附則） 
この規約は、平成１３年２月７日から施行する。 
この規約は、平成１５年３月１７日から施行する。 
この規約は、平成１７年１２月２２日から施行する。 
この規約は、平成２０年１２月１７日から施行する。 
この規約は、平成２４年４月１日から施行する。 
この規約は、平成２６年４月１日から施行する。 

 
別表１ 栗山川流域懇談会 委員 

区  分 人  数 
学識経験者及び河川利用者      ６名以内 

関 係 住 民      ５名以内 
関 係 市 町 長      ８名以内 
合 計     １９名以内 

 
別表２ 栗山川流域懇談会 連絡調整会構成員 

県 

県土整備部河川整備課 副 課 長 
県土整備部河川環境課 副 課 長 
成田土木事務所 関係課長 
香取土木事務所 関係課長 
海匝土木事務所 関係課長 
山武土木事務所 次  長 
山武土木事務所 関係課長 

市・町 

 成田 市  関係課長 
 旭 市  関係課長 
 匝瑳 市  関係課長 
 香取 市  関係課長 
 山武 市  関係課長 
 多古 町  関係課長 
 芝山 町  関係課長 
 横芝光町  関係課長 

 


